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研究の目的
施設土壌では作土への塩類集積が多く見られます。特に過剰な窒素は作物生育への

影響が大きいのですが、影響を回避する簡便な対策方法はほとんどありませんでした。
そこで籾殻を用いて、土壌の物理性の変化および窒素の取り込みを利用した土壌窒素
成分の低減対策について検討しました。

研究の成果
ドレンベッドを用いたトマトの栽培試験で、褐色森林土に籾殻 1.6t/10aを施用した

場合、栽培初期の作土の土壌無機態窒素量は４～５割低減しました。土壌無機態窒素
量が減少することによりトマト葉柄汁液の硝酸イオン濃度が適正値に近づきました
（図１）。圃場での実証試験においても同様の結果が得られています（図２）。

普及等の見込
平成７～１０年の施設野菜土壌361点の調査結果ではEC1mS/cm以上が３割を占めていまし

た。そのような圃場では硝酸態窒素が過剰となっている場合が多いのですが、この技術に

よって緊急的に高ECによる生育阻害および養分過多による過繁茂を回避できます。
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 図１ 潅水３日後のトマト株元土壌の 
無機態窒素量とEC 及びトマト汁液 
の硝酸イオン濃度 (H19 年度) 

 図２ 籾殻無施用（左）と籾殻 2t/10a 施用（右） (H20 年度) 
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